
 ７月１日、安倍内閣は、世論調査で

も多くの国民反対しているのに、そ

の声を無視して、解釈改憲で「海外

で戦争できる国」にするため、集団

的自衛権の行使を容認する閣議決

定を行いました。翌日の７月２日、

「中日新聞」･夕刊は、「丹後 募る標

的不安」「米レーダー基地建設 集団

的自衛権 最前線に」と１面トップで

京都の米軍基地建設をとりあげまし

た。７月３日には、「東京新聞」・夕刊

が社会面のトップに同様の記事を

「丹後住民、最前線の不安 集団的

自衛権『標的になるかも』」と掲載し

ました。【右は、2日付・中日新聞、下

は、3日付・東京新聞】 

 7月1日、安倍内閣が、集団的自衛権の行使容認の

閣議決定をした夜、総理公邸周辺は、4万人を超える

怒り・抗議の声で包まれていました。その総理公邸

で、山田京都府知事が、閣議決定後の7時９分から8

時56分までの約2時間。安倍首相と共に清家篤慶應

義塾長、大林剛郎大林組会長、上條努サッポロホール

ディングス社長、川崎博也神戸製鋼所社長と会食。ど

んな話になったのかは、知るよしもないが、「閣議決

定」で「京丹後の不安は高まった」「工事着工の抜き

打ちに抗議」ぐらいは、おっしゃったのでしょうね。 

 みなさんのご協力で、野立て看板のカンパは、100

万円を超える勢いとなっています。すでに、当初予定

していた3個所については、発注を済ませており、設

置され次第、写真を送っていただき、みなさん方にも

お知らせします。（３㍍×１．２㍍ほどの大きさで

す。）いよいよ、海水浴シーズンを迎え、期待が高

まっています。さらに、設置場所が確保されれば、随

時ひろげていく予定です。引き続き、みなさんのご協

力をお願いします。 


